
渦　沼　産　ニ　シ　ン　の　生　態　調　査

A Prief Observatiori　On theecClbぎy tJfHerring（Clupea pallasiiC・etV・l

Which Migratesinto Lake Hinurna．
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A stockregurateintolakeHinumainaveryinterestingobjectforttepurposeofacq－

uisition ofa know；edge ofdistribution，migration▼raCial mattereandothersofthis

veryimportantfishincommerciallyatJapan・Presentpaperitheauthorsexaminedsome

ecological observationonthebody→ength，bodyrweight・・SeXration，Gonadand others

non－meristi＝Charactors，WhichwassampledoutfromHerring migrateintoLake Hin－

umain winter from1949　to　1952．

棟は我国化部太平洋沿岸の湖沼に於いてこれを産する汽水湖の例は少くないが其の妹には二種の

駅があわ．一時的に湖内に渦勝して漁獲されるに過ぎないものと産卵のため湖内に洞悍する湖沼性

錬士である涌者の例は北海道の能取湖佐昌渦潮等であり・後竜の例離岸滑及び厚岸湖青森解尾駿

湖等に産卵のため渦帰する妹である○両者のうち生物郎勺に我々の興味をひくものは後者であり・

澗沼陳は本邦太平洋沿岸で分布は生物畢的にも南限であり・産卵を目的として掴停するものであ

る。毎年潤沼に滑偏する鰊は甲小年で12月上旬に僅か見られ1月に入って漁碗となり∴川丁旬

から2月中旬までが盛期であわ、3月には終漁期となるが漁期は年により変化があり産卵期は盛

期の2月から3月に亘って産卵される様であるJ湖沼性妹の種族については先に尾駿描線につ小

て小久軋手塚1）厚岸濁及び厚岸湖妹について佐紆）の報告がある○筆者毎甘酒沼妹について昭

和24年2月から昭和27年2月まで前後8匝1の魚体測定を晋托し、その生態の一部をとりま

とめたので報告する0

1．資料及び測定方法

資料払49年2月以降，52年2月下旬に垂る期間の4ケ年間り資料で瀾沼に産卵淘港のため湖

入し渦沼内に於いて査巻，刺網，投網等の漁具に上って漁獲したるものを材料とした○測定に使用

した材料妊婦1表の通りである0

測定方．まが）仝長汀L）・2）体長（Bl）・3J体重（BW）・4）体高くBH）・5）覿長（HL）・8）生殖

腺蚤量、GW）．等であり、年令（Age）については次の横合に報昔する。

2．測　定　結　果

仕）体長（BL）

体長については第2表に示す通わ20・9～32・2cm平均263・7cmである○出現した体長範囲は

．49年に22．5～27触れ平均23・77m，5U年には20・9～32・2ml平均訪5知－l’49年と比較すれ

ば平均体長の差は2・7ぬm大である〇・51年には24・0～31・3cm平均2乱49m’50年と比較すれ

※　体甫測定部位は後頭部から背鰭起点の中間で一番高い所を測定した○
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くぼ牛均体長の差は1β4mであわ．’52年に出現したるものは23．6～2．7cm平均26．23cmであ

る○体長1cm顎の出現数を見ると第1圏の隊に’49年には22．1～25．0cmの間に出現個体数が多

鋸％を示し、’50年には25・1～28．触nの間に多く75％を示している。ち1年に妊　27．1～㍊．Ocm

の潮に多く79・5形を示してその範浬は年毎に成長．しているが’52年に出現したものは35・1～28．0

cmの問に多く75クほ示して’49～’51年群とは加の群が出現しているJ漁具による漁獲尾の体

長組成については各揺集年の材料が少いために除外した。尚、’49～’52年までの仝個体184尾を

各1G汀毎の階級に出硯個体数を見ると第2国の通り23．1～26．0cmが43少で出現敬が多く攻に

28・1～30・Ocmは18・5ァ占、27・1－28・Omは14．35％、26・1～27加m妊10・45タま、30．1～32．0cm

は7・2声、20．1－23．0cmは6．5形を示している。

F増・1－丸裸勧観ろ搬鴫か岬
㌧絹・．ユ・収税凱押軋

30　rm
BL

全章は第2表に示した通わ測定個体数は少く　27尾であわ、体長に比較すると第3図れ通り全

長最大の個体は体長との差は4・9cm、最少個体の差4．5cmである。多くのものは第4図に示した

滞り尾鰭長（Cd）二は4．0～4．9mであり、体長との厨大差の個体は尾鰭長5．qm、体長226．cm、

最小差の個体は尾鰭長・3・3cm、体長23．7cm、平均尾鰭長4．三km、平均体長26．4枚Jnである。
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王（BW）

．鹿重妊第2表の通り1糾尾の金敷について測定した。体重を25訂毎の階級に分けて出現個体

を見ると第5図の通用二詑5・1～350・Ogrに多く出現しその個体数は96嵐52％を示し、女に10

．～225．Ogrに多く75尾が椚現して40．5％を示している0350・1～475・Ogrに出現した個体数は

少く】3尾7．5％である。これを，49～，52年までの年毎に体長と比較すると’亜年体長の出現範囲は

22，5～27劇mト平均23．77cm、体重の出現範産は117tO～275・Ogr・平均体重161・17grてぎある○’帥

年体長範牒2〉・9－32・2cm平均体長26・55m体重範囲115・0～472・5gr平均体重271・60gr平均

体重は・49年よわ110．43許の増加が軋られる。’51年体長範囲24・0～31・師n平均体長28・4弛れ・

体重範閥155▲0～392．Ogr平均体重294．94gr平均体重は’50年と比較づれば27・34gr増加してい

る。・52年体長範囲23．6～28．7cm平均体長26．23cm体率範囲176・2～336・4gr平均体率252・5

訂雪て均体重を，51年と比較すれば吸．44gr少いが、これについては体長に於いても同様で別群で

ある孝が認められる。以上について雌雄別の体長と体重の関係は第6陶．イ上・下軌　の通りであ

る○

（3）生殖腺（GW）．

生殖腺の熱度画分は肉眼により靭察し重恩法を

入れて未熟10．Ogr以下、柁勲10．1～30．Ogr、竿熟

30．1～60．Ogr、毒素60．1gr以上・放掃放卵後の5階

級に区分した　その犀集別による性比については

第3表の通り性比の差はあまり見られない0

体長と雌雄別のt二殖操重量については第7闇

（上・下園ノの通わ体長による生殖腺重顎の変化

は軋られない。完熟の認められた生物啓的最小形

は体章雄27・‘～m、雌26：4mの個体に完熟が見ら

れそれ以上の個体でも未勲が多く昆受けられた○

体重と生蒋腺との関係については第8囲（上‾一

下園二】の通わ完熟の認められた生物学的最小形は

体重健328・0肌雌295・Ogrの個体に見受けられた・体長と同様にそれ以上の個体にも未熟が見られ

たのは採集時間による魚体の生殖腺の勲否であると息はれる0

第4表は体長による完勲の出現個体敬を第5表は休重による完熟の田硯個体数と比率を示した・〇

第4．5表の中出現個体数は猷二完黙の認められた生物学的最小形の体長樵27・2cm以上・峰乳如n

以上の個体、体重雄328．Ogr以上雌2札Ogr以上の出現個体数を現し・完熟出硯個体数はその中生殖

腺重量60．0才以上の完熟個体数である〕完熟個体出現比は完熟個附tl現数を比率としたものであ

り、測定した170尾中完熟と認められたもの妊僅かに姓4尾J鵬10尾、計14軋その比は準2・35

％、雌5．9％、計8．彷％を示して雌雄完熟の出現は雌は雄の2・5倍であった○
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FIき・・41と赤か劇帰．（上旬鳩．下旬叫

㈲体高LBF）・頭長〔HL〕．

4・休高について梱長範囲釣れ詔・2叫平均27・。叫体高範囲4・7～10・1cm、平麟3肋

第2表及び第9線の通わ体高1仇血、敵の開梱長打此m・体重別7・軌雄生軸重畳

72ねの完熟であったJこの様な棒高の大なるものは全休を通じて唯1尾であ相通体高の大なる

ものは旭m位である。雌鯉別の体長と体高の分布を見ると第10図（上・下郡の通りであり、

筒雌雄別の体長と恥の分布は第1噛（上・下軌の削体長と頭長は比例している0体長と

体高でほほゞ比例軋ているが生殖腺の熱度と関係があるために分布の巾が広い促である○休高は

生殖腺の熱度発達に件ない高くなる（腹部が茫出する）傾向が見られる。

鼠鰊の鵬と頭靴ついては一般的に沼激では休高が大きく兎長が小さい又，北海道西海岸餅

は頭長が体扁よわ大であると云飾ている0鮎が頭長に比較して大きいものは尾駄璃軌、久私

手塚－）は配属申町尾の大部分で占め、厚岸潜及び厚岸湖鰊佐野）は191尾申胤尾の大部分を

・bめているロ反対に頭長が休高よりも八きいものは噴火常妹佐藤小脚は210尾中1飢尾が大であ

る翫報皆している○洞欄については僻と頭長を測定した108尾中称高の大なるものは拓尾
（7山75％）を示し・他の詔尾（21・が％）は体高よりも戟長が大であったo

C休高が大となる傾向は生殖腺の熱度と関係がある事を前述したが第6表の通わ生殖腺重臣を熱

度別に区分し（生殖腺重量の区分は生殖腺の頃と同様である）○体高から鮎を差し引いた値を示
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●●

●　　　●　●　●

■虔笹●●●●　●

‘ヽi
●　●●　→●　●

脚

¶

伽

即

側

聞

別

け

●

●

●

　

．

・
′
い
・
．
－

嶋
・
雷

γ
．
▲

●
　
　
■

●

0
†

′　●

l′●J■●●i

BL

h、仏楓代札障重曹・咽伺モ（畑鑓用繊）

朗
ふ
川
細
川
即
劇

刃
卸
拍

▲

A
O

●
　
　
●

●

●
　
ヽ
●
′

GWi、

Fis・8・体霞と生兢晩電最の関廉

（上龍雄・下峨雌）

した。休高から鱒長を差し引いた差の平均値妊未熟0・20cm・梢鮒43cm、半勲0・79m、完熟L独

m・放精放卵後0・3伽mと生殖曝車・苛の熟墓に伴い次第に体高は増大してくるが放構放卵後体如

急激に減少している〇二の方法で見ると尾断欄の平均値は未鮒2Uc吼柏酎・42cm．半熟仇馳刊、

完熟1・2肋1である。千の様に渦灘鰊尾駿椚鰊に於いて見られている亦・草岸湾及び厚岸湖廉佐藤

又）‾妊産卵後の2尾について頭長が体高より大である事を報苫している○これ一についても同様の結果

が得られると思はれる0又北海道西海岸産卵群鰊及び噴火濁鱗では若年魚が多いためにあまわ見ら

れないかも知れいが産卵群の廉であれば初漁期から鮭漁郡までを通じて調査すればその傾向は見ら

れるものと思ばれるD以上は体高と頭長について生帝腺の敷皮毎に体高の増大及び減少について述

D・生殖腺の熟度を前項と同様に噛毅に如体長（BL）と体高（椙）の関係を見ると第12園

の通わ体長は同じであっても高はは熱別批分けられ：る0‾未熟こ45尾出現し体席範囲4．8～6如

く139）



m、平均6・却km．柏熟に24尾出恥休高範囲5・43～7・0師n・平均6・102m－未熟よりも平均体

高は0・103cm小であるが体鳥範囲昧勧ゝに増大しているゥ平熱は39尾出硯し体高範囲5て54～7・44c

m、平均6．4甑。、柏熱よりも平均座高はn．354〇m大であり、完熟墜14尾出硯し体休範胡6・7ん1
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Fig・9．体長と体高の関係
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．0．1cm、牛均7二339m、一半熟よわ平均休

高0・883m．大であわ．放摘放卵後の■も

のは8尾飢現し体高範囲5．2－6・軋m．

平均6．2m発熱より・1．139m小であ

‾　り．未熟の平均体高より0・005cnl塞く

又、完熟の平均点は未熟のそれより1・

■13如1であり体高は生殖晩の熟度と共

に僅かづゝ高くな書）放柑放卵後に低く

・なるO

E．相対生殖陳重量によ川島恥
長を几涙し相対生殖腺重量を攻のUこU

IU以下0・（肌～U▲10火・10－以上の

呵　　3階級に国分して体高と頭長を見ると

第7表の結果が得られた00・1U以下

には出現個体数5尾、体高範囲4月～

．6．飯m．平均5．パ76cm、成長範囲4・3～

6．1m、平均5．3bUcm、体高と成長の

平均差は休高がU・51飴一m大である0

0．011～0．100には出現個体数55尾，

休息粍聞5．14～7・肌妃m平均6・Z96m

O．UlO以下のヰ均体高と比紋すると0・4

16cm増大してィ、る。頭長紀聞5・2～617

cm、平均6．U6＿CTn．休息と頭長の平均

差は体高は0・230cm大であるo U・101

cm

Fほ．川・経た・餓鬼り佃服．（上旬嵐て団塊・）

以上に出現した個恥数は41尾、体高

5．43～7．5cm、平均6．48m、U．飢1～0

．100の平均体高と比較すればU・1軌rl

大であり、頭長範囲5．1へ6．肋i平

均5．651m、体感と頭長の平均差は体

高範轟は0．829m大である○相封生殖

腺重量が櫓大するに従って体高範丑及

び平均匹高も攻終に増大しているが頭長には変化は見られなかった〇二欠に厚岸濁及び厚岸脚鰊佐疎

2）の相封生殖腺重量は0．1339～0・3361であり、この33尾は0・101以上であった。

尾餃澗廉小久軌手塚l）の相対生確重量は0・い52－0・268の範冤で0・010以下は皆無0・011～0・

100に11尾0．101以上に54尾が出現している○

（140）
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戸車日．触過払帆（上切札ヰ組）

△　　▲t A‘ム

靂轡
25 3W

Fミ3・12．瞳級晩飯乳と味も
¢え熟．0梢熱．X半熟

△更瓢．ロ故紙洩ネ烏・

F・相封生鱒睨黍最（GW／Bh）と頭長／
体高（HL毎H）との関係は第13筒

の通り（GW／BW）0，0日以下では（H
L／BHJの範函1・ut3～1・132．平均1・0
994の5ク左を示めし、（GW／BW）0・01

1～U．lUO笹は【こHL／BHJの範幽0・92
9～1．225．；平均0．398の54．5％を占

め（GW／PW）0．101以上には（nL／B

H）の範囲は0．997－1・34リ平均1・145
7にして40．5ク乙を示めている0（HL／

Bti）の増大は（GW／BW）の　0・010

以下と0．011～0．100とでは（GW／BW〕＿

U．UlO以トに出鋭個体数が少いために

比較できないが（GW／BW）0・（け0以

■卜と　0．101以上とは（BL／BH）の平

均差は0．0463の差があわ（GW／BW

）0．011－0．100と0・101以上とは（H

L／BH）の平均差は0・1U59の屋が見ら

れた。（HL／BIi）の大きいものは（G

W／BW）が増大している○

（5）稚　　魚

筆者等は瀾離顔の産卵場を知るため

に何回か船上にて水草藻を採集して調

合したが調査時期並に調査回教が少な

かった、めか産卵場を知る事が出釆な

かった。侍漁氏によればハゼの延縄漁

具に鰊卵の附着したる事を又、藻に附

表したる廉卵を掠集した事などを知っ

た程度であった。稚魚については第8

表第ユ5閲の通わ昭和22年6月10日

職浜粗先でシラス曳網により3尾が首集され又牒和24年5月15針那珂川河口に於いて投網によ

り、12尾が採集された○稚魚の成長は良好であ瞳師薯より河口に出て5～6月頃に海に下る様

である。

（141）
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昭和27拳2月までの4ヶ年に亘って生態調査を実施した。

（2）体長については’49～，51年の成長群と・52年の別群の2群が出現し成長群と・52年出現の群と

の平均体長の差は成長群が2・26cm大であった事は体重に於いても同様にその平均竿は成長群がト
42・胡gr大であった。

侍）生殖暁について完黙の認められた生物撃的最小形は娃体長27・2cm．体重328．Ogr、雌体長26．むm

体重295・Ogrの個体に莞熱が見られた○その比率は雄2・35％．雌5▲9％、言博25％を示めした。

㈲体高と頭長について妊一般的に沼廉は頭長よわも体高が大とされ北海道西海岸錬、噴火潜廉等は

反対に休高よか頭長が大であると言はれていだが、今回筆者等の潤滑鰊について調査し攻の方法
で体高と頭長との関係をみた。

A休高から頸長を差し引いた値を生剰泉の熟度別に比較したo

R体高を生頑腺の熱度別に比較した．

C・＿相対生殖睨雷量を3階級に分けて体高と覿長を比較した。

D・相封生殖映重量（GW／BW）と離長／休高（HL／BH）を比較した○その結果体高は生殖腺

の熱度に伴って大となわ放精放卵後小とたる事が判った。

（5）稚魚は昭和22年6月10日戯洪地先に於てシラス曳網により採集され又、昭和24年銅158秒

珂叫河口に於て投網により採娘され稚魚の域長は良好にして降海時は5－6月頃と推定される○
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